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I

第１図．タイガノス半島位置図および調査地点位置図(Elistratova地域

は1997年，他の3地点は1995年に調査）（薦藤作図）．

　

カムチャッカ半島の基部からベーリング海沿いに北東方向に伸び

るコリヤーク山地は，古生代前期から新生代までの長期間にわたっ

て成長し続けた付加体群よりなり，陸側から海側へ若くなる付加体

の分布や，古い付加体がより上位に重なるナップ構造は，日本列島

の付加体群とよく類似する(Ishiwatari, 1994).タイガノス半島の東

海岸（第1図）にはコリヤーク山地最南端の付加体群とオフィオラ

イトが分布する．この付加体は主にジュラ紀後期から白亜紀前期の

チャート・玄武岩層や島弧安山岩類,グレイワッケで構成されるが，

前弧盆に堆積したタービダイト（第２図）も断層で挟まれる．付加

体の地層は一部でひどい変形（第３図）や低圧型の広域変成作用を

被っている．また，キングバヤム地域には斑れい岩体を伴ってオル

ドビス系や石炭系が分布する（石渡, 1996).

　

我々は，科学技術庁の「全地球ダイナミクス：中心核に至る地球

システムの変動原理の解明に関する国際共同研究」の一環として，

ロシア科学院地質研究所と共同で, 1997年８月３日から９月５日ま

で，タイガノス半島エリストラートバ地域のオフィオライト（第4

図）を調査した．新潟からウラジオストック，マガダンを経由して

エベンスクまで飛行機を乗り継ぎ，そこから船を借り上げて現地に

入り，海岸にベースキャンプを設営し，海岸や谷沿いを徒歩で調査

した．

　

このオフィオライトは，恐らく環太平洋地域で最も露出が良く，

一応すべてのメンバーが揃っていて，層状構造の発達した5×

10km大の斑れい岩体（第5図）が中央に広く分布するが，典型的

なオフィオライトとは産状が異なる．斑れい岩体は南東側のマント

ルかんらん岩（ハル

ツ

バージャイト）に貫入する（第６図）．超苦

鉄質沈積岩（レール

ゾ

ライト等）は主に斑れい岩体の北西縁に分布

するが，斑れい岩体内部にもレーヤーや貫入岩体としてしばしば産

する．斑れい岩体は至る所で細粒斑れい岩や輝緑岩の岩脈に貫かれ

（第７図），いくつかの地域では100％岩脈からなる典型的な層状岩

脈群を形成する（第８図）．北部の岩脈群は，形成後に傾動したた

めか多くの貫入面が水平に近く，大規模な摺曲も見られ，広い範囲

で角峰化を被っている．この岩脈群は下部白亜系に不整合で覆われ

ていて，主に玄武岩・輝緑岩傑からなるその基底陳岩には，かんら

ん岩や斑れい岩の疎も含まれる．そして，これより北東の海岸沿い

には，ほぼ白亜紀全体にわたる見事な層序が露出する．このオフィ

オライトの北西側はジュラ紀後期～白亜紀前期の安山岩質火山岩類

と断層で接するが，その断層に沿って蛇紋岩メランジが発達し（第

９図），ジュラ紀のチャート，枕状溶岩，塩基性片岩などのブロッ

クを含む．

　

エリストラートバ地域の斑れい岩や超苦鉄質沈積岩には斜方輝石

や角閃石が多く含まれ,マントルかんらん岩は比較的枯渇していて，

全体として島弧的なマグマ活動の産物であることを暗示している．

しかし，南方のポボロートヌイ地域のマントルかんらん岩は肥沃な

レールブライトである．タイガノス半島東岸には，他の環太平洋地

域と同様，岩石学的に多様な，形成場や形成年代の異なるオフィオ

ライトが混在するらしい．今後は持ち帰った標本について岩石学

的・地球化学的・地球年代学的な研究を進め，付加体中のオフィオ

ライトに記録された大規模な海洋性火成活動の性質とスーパーブル

ームとの関連を明らかにしたい．

　

現地ではロシア科学院地質研究所（モスクワ）のS. D. Sokolov教授

と0. L. Morozov氏に大変お世話になり，往路復路ではウラジオス

ト

ッ

クの極東地質研究所のS. V. Vysotskiy, 0. V. Chudaev両氏，お

よびマガダンの北東科学センターのS. V. Byalobzhesky氏にお世話

になった．この調査は科学技術振興調整費によって行われ，これに

ついては東京工業大学の丸山茂徳教授と石井仁子氏，理化学研究所

の斎藤智恵氏にお世話になった．以上の方々と調査に同行したスタ

ンフォード大学のJ. Hourigan氏，および船の乗組員ほか我々の調

査を援助して下さった多数の方々に深く感謝する．
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▲

第２図．時代未詳タービダイト層．恐らく付加体上の

前弧盆に

堆積し

た．チャート・玄武岩層の間に断層で挟

まれる（ポボロートヌイ地域, 1995年石渡）.

▲第３図．変形した付加体の地層（ナブリュデニー地域，

1995年石渡）



Geological map of

Elistratova Peninsula

(modified from Beiyi and Akinin,1985)

第４図．エリストラートバ地域地質略図. Belyi and Akinin

(1985)

を簡略化し加筆した（斎藤作図）．以後の写真はすべて1997年にエ

リストラートバ地域で撮影．

第6図．ハルッバージャイトを捕獲岩として含む斑れい岩

(石

渡

).

第８図．オフィオライト北東部の輝緑岩岩脈群．ほぼ100％

岩脈よりなる

(辻

森

).

II

第５図．斑れい岩体に発達する火成層状構造

(辻

森

).

第７図，粗粒斑れい岩中に貫入する細粒斑れい岩の岩脈．キャップは直径

6cm

(石

渡

).

第９図．オフィオライト北縁のメランジ（手前側.3つの山はブロック）と断層で接

するジュラ紀火山岩（向こう側の丘陵地）

(石

渡

).


